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1  はじめに 
 

近年，ご当地の特産品などをモチーフとしたご当地キ

ャラクターや，企業と連携し，町のブランド化を図る動

きが出てきている．これらは，都心や有名な日本の観光

地のみならず，郊外や過疎化が進む市町村の地域活性化

を促進する新たな手法である． 

本研究では，ご当地キャラクター，町のブランド化に

次ぐ，埋もれつつある地域の魅力を引き出し，ICT を利

用した地域活性化を促進するためのサービスを提案する． 

サービス考案にあたって，活性化する地域を本学キャ

ンパスが所在する八王子市に定めた．八王子市は，約 11

万人の学生が学んでいる学園都市であり，若者による出

入りが多いという特徴がある．また，IDC Japan が 2013

年 10 月 3 日にスマートフォン利用実態調査の分析結果を

発表し，10 代から 20 代のスマートフォン所有率が 76%と

なったことを明らかにしている．そこで，本研究では滞

在が多い学生をターゲットに，日常的に利用するスマー

トフォンを用いたサービスを提案する． 

次に，地域活性化に繋げるには，観光名所だけではな

く，日常的に経済を回していくことが必要である．そこ

で，本研究では食に着目した． 

予備調査として，10 代から 20 代の男女 61 人に甘味

(和菓子，洋菓子含む)が好きかとアンケートしたところ，

57 人(93.4%)が好きと回答した．さらに，スープ・前

菜・主菜(魚)・主菜(肉)・デザート・飲み物で最も幸せ

を感じる料理を尋ねたところ，男女 61 人中 26 人(42.6%)

がデザートと回答し，そのうち，女性は 25 人中 15 名

(60%)と過半数がデザートと回答した． 

以上のことから，主食ではない甘味を好んで食べる人

が多いことから，甘味に着目し，ターゲットを若年層，

主に女性として，地域経済活性化に繋げていくアプリケ

ーションの提案を行った． 

 

2  本研究による提案手法 
 

2.1  アプリケーションの概要 
そこで私は，甘味処における来店者の増加，及び，商

品購入を促進させるアプリケーションを制作することを

考えた．さらに，甘味処の検索・案内機能に加え，ゲー

ミフィケーションを付加した日常的に利用できるアプリ

ケーションにすることで，日常的に甘味を視野に入れ，

甘味への興味関心を引き出すことを狙った． 

 

 

 

 

  

2.2  アプリケーションの機能 

(1) 商品購入促進機能 
本機能は以下の通りである：①甘味処検索，②店舗案

内，③アプリ提携店に来店で付与(割引効果，アプリ内通

貨，アプリ内アイテム)． 

甘味処の店舗検索による情報入手に加え，案内機能を

付加することで，店舗へ誘導し，商品購入を促した．ま

た，アプリケーション内の通貨付与，甘味処と連携を取

り，商品の割引効果を付加することで，顧客の取り込み

を推進した(図 1参照)． 

 

(2) 利用継続促進機能 

本機能は以下の通りである：④甘味のアイテム化， 

⑤キャラクタとの触れ合い，⑥アクセサリーと服の付与． 

アプリケーション内では，独自のキャラクターと My 

Home という家が成り立っている．My Home の家具をカス

タマイズすることやキャラクターの衣服をコーディネー

トすることを可能とした．また，アイテムはキャラクタ

ーに食べさせることができ，育成要素を盛り込むことで

ゲーミフィケーション性も付加した．さらに，甘味処で

食した甘味をアプリケーション内でアイテム化し，採集

することができ，アイテムを My Home に装飾することを

可能とした(図 2参照)． 

 

(3) コミュニケーション機能 

本機能は以下の通りである：⑦ユーザー同士の甘味・

甘味処の情報提供と共有，⑧推奨情報の発信と受け取り． 

ユーザーは，甘味や甘味処についての感想を投稿する

ことで，他のユーザーとの情報交換や交流を深めること

ができるようにした．また，アイテムを他のユーザーに

贈与することを通じ，推奨店を伝えることができる．他

のユーザーから受け取った情報は地図検索にも表示され

る仕組みとし，周囲との相互作用を促すことに配慮した． 

 

 
図 1 店舗案内と商品購入によるアイテムの入手 
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図 2 入手したアイテムを部屋に設置 

 

 

3  評価実験 
 

3.1  評価方法 
 

これらを基に，本学の学生男女 19 名にモックアップを

利用してもらった．実験手順は以下の通りである． 

 設定 

A) 部屋の選択 

B) キャラクターの選択 

C) 甘味処検索の画面へ 

 甘味処検索 

D) 現在地周辺の甘味処の地図表示 

E) 行先の甘味処を絞り込む(距離，ジャンル，人気度，

おまかせ[今までの来店パターンを分析の上，推奨

情報を提供]) 

F) おまかせを選択 

G) 候補店情報の表示とゴールの設定 

 目的地へ移動 

H) 目的地で商品購入 

I) 画面に出てくるアイテムボタンを選択 

J) 甘味アイテムを受取 

 

実験後，実験者に以下のアンケート調査を行った． 

(ア) 本サービスに興味を持ったか 

(イ) 利用時期は何時が良いか 

(ウ) My Home と検索案内のどちらに魅力を感じたか 

(エ) 甘味のアイテム化を有用に感じたか 

(オ) その他追加してほしい事項 

 

 

4  結果 

 
図 3 実験者のサービスに対する満足度(19 名) 

 

(ア) 本サービスに興味を持ったか 

平均点 4.42(標準偏差: 0.60)(図 3 参照) 

 

(イ) どのような時に利用したいか 

食べたいと感じた時(8)，お店を調べたい時(7) 

暇なとき(3)，その他(1) 

 

(ウ) 甘味処検索と My Home のどちらに魅力を感じたか 

地図検索(9)，My Home(9)，その他(1) 

 

(エ) 甘味のアイテム化を有用に感じたか 

平均点 4.15(標準偏差: 0.60)(図 3 参照) 

 

(オ) その他追加してほしい事項 

 合計来客数の表示 

 写真投稿 

 甘味処の制服をアイテム化 

 甘味メニューのアレルギー表示 

 お店で買うことでの特典記載 

 

以上を求める意見が挙げられた． 

 

5  考察 
 

結果(ア)より，5 点満点のうち平均 4.42 点と高い評価

が得られたことから，本サービスに関するユーザーの興

味関心は高いということが示された．また，結果(イ)の

利用したい時に関しては，甘味を食べたい時や店舗検索

機能を利用したい時と回答した人が多く，本サービスが

商品購入に繋がる働きが見込めると考えられる．結果

(エ)の甘味のアイテム化に関しても，5 点満点のうち平

均 4.15 点を記録し，甘味をアイテムとして収集できるこ

とへの娯楽性や店舗に来店した記録がアイテムを通して

残ることからライフログとしての活用も見込めると考え

られる． 

以上のことから，本研究の目的である地域活性化を促

進するためのサービスとして，本サービスは有用である

可能性が示唆された． 

今後の課題としては，10 代から 20 代までの男女 61 人

に「外出先でお店に入る際にあると嬉しいアプリ機能」

について訊ねた結果，お店の混雑状況とメニュー情報を

求める声が多かったため，サービスの実装と検証に加え，

以上の点を踏まえたサービス向上が挙げられる． 
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